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～三角山放送局の試み～

コミュニティ放送における
パブリックアクセス



北海道の現状
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CFMは
誰もが出演し発信できる放送局

＜出演する権利＞

放送局はその場を提供する役割
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＜圏域局・NHK＞
放送局 ⇔ リスナー

マイクは放送局が握っている。

＜コミュニティ放送局＞
市民出演者⇔リスナーであり出演者

マイクは出演者（市民）が握っている。

＜インターネット＞

全員がマイクを握っている。
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１７０名のパーソナリティ
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ＵＤな機器・ＵＤな放送局
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“エンジェルブレス”について
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サイマル放送 ＝インターネット同時放送

http://www.simulradio.jp/ 8



スマートフォン

２０１０年３月２５日からiPhoneでスタート。

全国で聞くことができる。 9



＜課題＞

個人に対する権利保障

パブリックアクセス拡大のための費用
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三角山放送局は

「誰でもが発信できる放送局」

を目指しています。
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